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我々は細胞接着タンパク質の固定基板

として各種の機能性酸化物を用い、細胞の

配列制御に応用することを目標に研究を

行っている。これを実現するためには、ま

ず予備実験として①タンパク質を構成す

る各種アミノ酸の、原子レベルで表面を平

坦化した機能性酸化物の表面におけるテ

ラスやステップ、キンク(表面ナノ構造)な

どに対する吸着相互作用、②各種アミノ酸

や細胞接着タンパク質の固定化と細胞培

養を行うために適切な条件(水溶液の濃度、

pHなど)における機能性酸化物の表面ナノ

構造の安定性、の 2つを調べる必要がある。 

本研究では、まず準備として化学組成お

よび結晶構造が比較的単純な酸化物であ

る Al2O3(0001)単結晶(大気中 1100 C で 3

時間アニール)を原子間力顕微鏡(AFM)で

観察した。その後、同様のサンプルをリン

酸緩衝水溶液(pH = 3.0、6.0)に 10 分間浸漬

し、アニールのみのものと同様大気中で

AFM 観察した(図)。アニールのみの観察

結果(a)では明確にテラスやステップなど

の表面ナノ構造が明確に確認できる。さら

に、リン酸緩衝水溶液(pH = 3.0)で 10 分間

浸漬させた観察結果(b)およびリン酸緩衝

水溶液(pH = 6.0) で 10 分間浸漬させた観

察結果(c)でも表面ナノ構造が明確に確認

で き た 。 ま た ス テ ッ プ 高 さ は 全 て

Al2O3(0001)の原子層に対応する約 0.2 nm

程度であった。この結果より Al2O3(0001)

表面はリン酸緩衝水溶液に対して十分安

定であることが示唆される。当日は様々な

濃度および pH のリン酸緩衝水溶液中にお

いて表面ナノ構造の安定性を調べた結果

について報告する。 

図 それぞれの処理後の Al2O3(0001)の

AFM 像(a)アニール処理のみ、(b)リン酸緩

衝水溶液(pH = 3.0)処理後、(c) リン酸緩衝

水溶液(pH = 6.0)処理後 
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